
学校感染症情報

症候群サーベイランスシステムについて

三重県では、各学校施設に協力していただき、感染症による欠席者情報を毎日この

システムに入力していただいています。

入力していただいた情報を活用して子どもたちの健康を守るために、各学校施設が

対応をできるように、専門機関と連携し、感染症の拡大を防止します。

津保健所では、津市内の学校の感染症による欠席者

傾向を毎月まとめさせていただき、情報提供いたします。



令和 ６年 ７月の様子 ～津市内の学校感染症情報～

月を通して感染が多くみられた疾患

手足口病、新型コロナウイルス感染症、溶連菌感染症

感 染 症 動 向

手足口病が大変増加しています。
新型コロナウイルス感染症が増加してきています。
例年と比較して、季節外れのインフルエンザの患者が多くいます。
ヘルパンギーナやRSウイルス感染症は減少していますが、溶連菌感染症は横ばいとなって
います。

（令和６年８月22日入力分を集計）
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津市（人） 18 7 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 34 1 406 13 25 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 225 5
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今、気をつけたい感染症

手足口病

口腔粘膜、手掌、足底に水疱を形成するウイルス性発疹症で、６～７月にかけて流
行のピークがみられる夏型感染症です。
●症状
典型的な例では、軽い発熱、食欲不振、喉の痛み等で始まり、発熱から２～３日経

過すると発疹を形成しますが、１週間から１０日で自然消退します。予後は良好です
が、ごく稀に無菌性髄膜炎を併発することがあり、経過中に元気がない、頭痛、嘔吐
を伴う、発熱が２日以上続く、などの症状が見られる場合は慎重に対処する必要があ
ります
●感染経路
感染者の鼻汁や便などの排泄物による接触感染、咳等による飛沫感染
水疱内容からの直接感染

●予防法
・流水と石けんによる手洗いをしっかり行いましょう。
・タオルの共有はやめましょう。
・おむつを交換する時は、排泄物を適切に処理し、

きちんと手洗いしましょう。

感染症まめ知識

三重県感染症情報センター・国立感染症研究所感染症疫学センター・文部科学省学校保健安全法 参照

消毒にはアルコール系で
はなく、塩素系をつかい
ましょう♪


